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総合シラバス中間報告会・ボスターデイスカッション（1999」2．21）

　　　ジヤンル（談話種別）の分類課題

ジャンルワーキンググループ（報告者：石田恵里子）

v

1．課題

・ 総合シラバスの第3の軸とすることを目指しジャンル（談話種別）の列挙・分類を行う。

この課題は、言語形式やタクティクスの選択に加え、スタイル（書きことばWG）、印象

調査、生活ニーズ調査など、他の課題に広く関わる。

・ ジャンルによって内容を調整する能力をつけさせる教育への貢献を目的として、なんら

かの形で言語作品を分類・列挙する必要がある。

・ジャンルとして挙げる条件　（総合シラバスでの方針：第3部会9年度第3回要録より）

　・日本言語文化内において社会的に一一般に成立していると思われるもの。

　・学習対象として取り上げる価値・必要性のある種別。学習者が意識化すべきもの。

　・学習者が既習の行動レパートリーの中から適切な要素を選択することを要求される

　程度まで細分。

（

H．分類のための観点

「ジャンルは、談話コミュニティーによって認知されている、話しことば・書きことば

の談話の種類である。例としては、講演、会話、スピーチ、通知、宣伝、小説、日記、

買い物リストなどがあげられる。それぞれのジャンルには典型的な特徴がある。（中略）

ジャンルを識別することは、コミュニケーションにとって重要なことであるが、満足

のいく分類がまだできていないのが現実である。しかし、特定のジャンルに関しては、

詳細な研究があり、また関心も寄せられている。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「外国語教育学大辞典」大修館「ジャンル」の項）

→ジャンル研究の対象とされているのは、上記で挙げられた例の他に、ニュニスふ∴選挙演

説、実況中継、裁判、教会の説教（以上話しことばの例）、看板、報告書、使用説明書、

小説、新聞記事（書きことばの例）・…などであり、いずれも場所、社会的役割関係、

その他の場面構成要素がセットになっており、出来上がった言語作品も定型化している。

→言語作品の分類が難しい一因は、ジャンルだと言われるものそれぞれに様々な場面構成

要素が複雑に絡み合っており、様々な観点からの分類が可能であることだと思われる。

→場面構成要素の束が固定できないため上記のような典型的ジャンルを挙げていくだけ

では捕まえにくいことばのやりとりの中にも、型をもったまとまりが存在すると思われ

る。運用能力向上のために、「一般的な会話」をも一つにくくらず、あらゆる実例を分類・

整理できるような観点が望まれる。
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「具体的な談話を観察し、経験するということを通して学習するのがいちばんまっとうな

行き方であろう。こういうときはこうする、と知識で入れていくと実際の行動能力に結び

つかない恐れがある。それより具体的な談話に次々接することにより、今見た談話はこう

いう種類であったからこういう言い方をしている、という伝達行動上の特徴に注目する習

慣を形成するのが正当な学習のしかたであろう。」（第3部会9年度第3回要録より）

皿．作業方針　（談話の機能に注目する）

→ワーキンググループでは、書かれた・話された談話のまとまりを「ある機能を果たす言

語作品」として捉えようとしている。ここでいう「機能」とは、具体的には「情報を提供す

る」「勧める」など〈談話全体が果たす目的〉のことで、実現形態が談話中で果たす機能（タ

クティクス）とは別の意味で使っている。

→
言語場面を構成する要素は、選択肢の中から選ばなければならないもの・気を配るべき

ものである。様々な研究でそういった要素を系統立てて整理する試みが行われている。

例えば杉戸（1999）では「①内容・話題②時機・タイミング③場所柄・状況④行動主

体⑤行動相手⑥言語の調子⑦言語形式⑧媒体道具⑨談話の組立て⑩言語行動

の機能（杉戸1999．p1）」が、「例えば」として挙げられている。

一
ワーキシググループでは、言語行動の実態をつかむ一つのアプローチとして「目的」を

一
つの軸（定数）とし、もう一方の軸に場面性を作る構成要素（変数・バリエーションを

もたらす要因）に持ってくるというイメージを考えている。目的を軸とした場合、交差し

ている他の要素の特にどれにハイライトがあたるか、要素のファクターが変わると実現形

態の選択がどう変わるか、などが異なってくるだろうと考えられているからである。

→コミュニケーション能力を養成する際、言語形式（語彙や表現の単位）と機能とを密接

に対応させて学習していく段階から、さらに大きなまとまりで目的を果たしていく能力を

身につけるステップがある。最終的な段階では、一般的に受け入れられやすい言語形式・

構成を用いてタスクを遂行していく能力と、まとまりとしての伝達内容（何をしようとして

いる談話なのか）を、スキーマに照らし合わせて解釈する能力が必要である。

　「例えば‘勧誘をしよう’というときに、その範囲に収めることができるかどうか。依頼

でもなく要求でも命令でもない‘勧誘’というテリトリーを守っているかどうか。そして

その中でよりよい勧誘が実現できているか。他の種類の言語行動との対比というか、それ

にとって何が必要なことであるのか、ということ。これは、語形の選択というのが大きい

と思うが、話の進め方であるとか、ノンバーバルなことなどがいろいろ絡んでいるだろう。」

（第2部会9年度第2回要録より）

→
しかしこれは一つの分類手順であり、現実の場面で常に機能選択が先行し他の要素を規

定している、と主張するものではない。出来上がった分類を「ジャンルの種別」と呼ぶこ

とに無理があれば、「言語作品種別」「言語作品の伝達機能の種類」など・後から変更可。

また、「特に機能と呼べるものが見出せない談話」というのも一つのカテゴリーとなりうる。

〈

（
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N．作業内容と問題点（トップダウンとボトムアップ）

1．トツプダウン

①作業内容：話された／書かれた作品について「このような機能を果たしているものが存在

　する」と思われるものをリストアップしていく。

②問題点：

・機能のラベルのつけ方。（言語内容に忠実な名づけ（例：情報を伝える、心情を吐露す

　る、など）、意図や効果を含んだ名づけ（例：励ます、おだてる、ねぎらう、誘導尋問

　する、冗談を言って笑わせる、など）、場面的な名づけ（例：訪問する、自己紹介する、

　ダンスの指導をする、など）と性格の違った名づけ方が混在している。）

・書きことばと話しことばのアプローチのずれ。

・同じことをするのに、書きことばではこういう作品でこのように書く、話しことばはこ

　ういう作品でこのように話す、と対応させ、共通理念で整理することができるか。

・「いわゆるジャンル」を組み入れることをどの程度念頭において名付けるか。（スピー

チ1公の場で多数の相手に対して考えを述べる、会議：相談して結論を出す、使用説明

書：特定のものの使い方を説明する、など）

（

2，ボトムアップ

①作業内容1談話作品を区切り、「何をしているまとまりか」で名前を付ける。（＋何が機能

　認定のカギになったか探る。）具体的資料は現在のところ映画やドラマのシナリオ。

②問題点：

・ 機能のラベルの名づけ方（統一性・長さ）。

・ 誰の立場から見るか。

・ いくつかの意図の複合（一談話一機能ではない場合）、表裏（見えていない意図）

・ はじめの意図からずれていく場合（はじめの機能か、結果の機能か）

・ ノンバーバルな行動との組み合わせ（文句を言っているが愛情がこもっている、など）

・ ドラマ分析になりすぎないように。（どれだけ前提を考慮に入れるか。）

・ どう区切るか。（タクティクスの単位との境界）

　話題が変わった、機能が変わったという解釈は母語話者にもバリエーションがあり一

　貫した根拠を見出すことは難しい。

・ 作業者間の解釈・手がかりの違い。

　機能認定の判断にも個人差がある。また、どこに着目して意図を汲んだか、何を決め手

　にして判断したかも違う。（表情・言い方・前提など。語形式がはっきり機能をあらわ

　していればよいが、そうでないものも多い。）

→ しかし、作業者間の判断の違いは、それ自体有用な資料になる。
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3．突き合わせ：トップダウンとをどう突き合わせるか。

言語内の情報およびさまざまな場面構成要素の中から機能認定に直接関わる条件を挙げて

マトリクス化することを試みる。果たしている機能を名づける際には、言語内容のほかに、

相手（受信者）などの条件をどうしても考慮に入れなければならないからである。

まずは、国研（1994）で紹介されている談話種別「関説的談話」「心情的談話」「動能的談話」

「交話的談話」などに分けて考えようとしている。

（以下、マトリクスの条件の例。分類条件の順序付けは行わず、各条件からソートできる

ようにしたい。）

◎伝達情報内容を持つか　（一：独り言、掛け声、叫び、・・）

〈情報伝達群（関説的談話・心情的談話）の機能に関わってくる条件〉

◎特定の相手に伝える（＋）／不特定の相手（一般大衆）に伝える（一）

　　　（一：ニュース、天気予報、コマーシャル、昔話、小説、・・）

◎発信者・受信者の数（r対一、一対限定された人数、一対多、多対一、多対多・・）

◎受信者からの応答を期待しているか（フィードバックの想定度。対話一独話・・

◎情報は受信者にとって必要なことか（受信者が知っておくべきことだ、と発信者が信

　じているかどうか。）

◎情報は客観的な言語外事実に関するものか、主観的な内容の表出（心情など）か

く行為要求群（動能的談話）の機能に関わってくる条件〉

◎受信者の反応として具体的行動を期待しているか（相手を動かすことを意図している

　か。）

◎行為要求が＋の場合、発信者は受信者を動かしうる権限・根拠があるか（あると発信

　者が信じているか）

◎受益者は誰か（発信者・受信者どちらの利益のための談話か。発信者・受信者・両方・

　受益者なし）

◎その談話によって実現される行為は誰が実際に行うか

　（例：行為者が受信者であれば、依頼・指示・勧めt・、発信者ならば許可の要求、行為

　の申し出・・、両者であれば、勧誘）

〈その他の条件〉

◎「ことばを交わすこと」自体に意義があるか。関係形成・保持のための交話的談話と

　しての機能があるか。（＋：あいさつする、おしゃべりする、手紙、交換日記、・・）

◎前提となる文脈があるか。（＋：質問→説明、意見→反論、依頼→断り・・、）

◎儀式としての存在意義があるか（＋：開会宣言をする、任命式で任命する、賞状・・

〈書きことばに関する条件〉

◎記録（保存用）としての機能があるか。

　（＋：目録、証書、領収書、レシート、控え、会議録、日誌、連絡帳・・）

◎情報整理としての機能があるか。（＋：メモ、索引、買物リスト、・・
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V．今後にむけて（ジャンノレ・言語種別の分類列挙作業の次に）

1．各種別内の内容的特徴の記述

　　①そこに含まれるタクティクスの種別・実現形態と配列順（タスク遂行の設計図として）

　　②そこに含まれる言語形式の（文体的特徴をはじめとする）意味上の特徴

2．他の場面構成要素との関わり

　①こうしたいときどう述べるか（いつ伝える・どう伝える・どうやって伝える・・

　②こうしたいとき場面構成要素の中のどれを気にするか

　→それぞれに選択肢があり、その選択肢を学習者に与えなければならない。

学習者は母語文化および個人の価値観を持つのみで、日本語社会の規範や現状、相手や周

囲の期待、評価基準などが自分の持つものとどのように違うかは、生活しながら体得して

いくか、教室で情報を得るしかない。また、選択肢の種類も多く持っておく必要がある。

そういったことが社会言語的知識・社会文化的知識の一種として蓄積されていくべきであ

る。

引用資料

・「外国語教育学大辞典」（大修館1999）

・ 杉戸清樹（1999）「待遇表現行動の枠組み」（第7回国立国語研究所国際シンポジウム・第4専門部会）

・ 国立国語研究所（1994）「日本語教育映像教材中級編関連教材「伝えあうことば」4機能一覧表」

NHKドラマ「うさ9の休日」

　　〈虫滞で，管介たちが到着Lた飛行扱の此箇を拍める〉　　　　　．　　’

　　　0：06：10管介ご？？？　　　？？？　　≒トペレーシ3ン　　ノーマル？　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　，｛タラププを昇7て，パイロプトとあいさつする，

　　　　　先聾：tSはようございま†．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

．　　　　　　．晋介：おはようございま†．　　　　　　　　　　’　　．　　　　．　　　　　　　・

　　　　　先皇：あ，どうも．御疲ftさまです．己一と，偶状あり：ませんか．

　　　　　パイロット：ウインドシー一ドのホ・－fUドライ’トが克灯しだままなんだ。

　　　　．　先題：丁脇チェブプしま†・　　　　　　　　　　　　”

異常の有無をたずねる

識別惰報

f
認㌶1蕊嬉緬ば。属・㌧・．’鮒る　。。。報
　　　晋介；了解・‘点検しながら，あれ，会鰭だめみたviでナね・

　　　先堅：コントロールパネ砺交換しτみようか．

　　　　唱ト介㌫そうしてみ鴇†か・　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　先箆：うん．　　・　　　　　　　．　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　管介：了解．　’　　　　　”．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　〈asでPtが夫の鰻に電岳する〉　　　　　　　　　・　　　　　　提案する
　　　　0：0fi：42一枝：もしもし，あ，お忙しいところ申し訳ありません・

　　　　　　　　　平山の家内ですが，もう帰りましたでしょうか．　　　　シ　　　　　　　；

　　・t〈empe知働楓后咄石Σ．！・ぺ∵・　1：・t．・　J∵『”　∴：∵．・　　’
’

／・脚2□歴畿基㍑琴：蕊鴬蕊ll誌：：㌫：三ll：㌧：、∵’∴．

　　　・　　　　晋介：おどかすなよ・そりゃあ，うちから電話，めったにないんだかp，び⇔くりもするさあ◆

　　　　　　　先輩：’お，先に行くそ．．　　　　　　　　　　　　　　　・”

　　　　　　　晋介：（先聾S：向かつて）あ，それじ“あ。　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　晋介：だめだよ．だめ．自ようはみんなで宿田によるっていeたじゃないかよ．お？

　　　・　　　　　　　’い」P，だから」大亭な匿じ雫，わかんないロて。　　　　　　　　　・

　　　　　　　一技：っまり‥，つまりね，うちを，貝ったらどうかと恩ってさe

　　　　　　　　　もちろん．私迫のうちを’Zeマイホーム・，

　　　　　　　晋介：ちょいと・裕・．おいおいおb㌔一技ち“ん・どう礼枯ったんtやなV・の・

　　　　　　　　　マ1＊－A’⇔てねえ’搬ちがどう．や・て手臥仙う⇔てのよ・え？

帰宅時に家族と

暫定名称　　記事

他資料該当名称’

出現チャンネル　　書き言葉

用途・目的　　情報の提供

その他　　㌧　　　．　　　　　　　　　　　”

参加者条件　発信者　　団の一員としての個（倒：新聞記者｝、、記名・

　　　　　　　　　　　無記名爾方有り

　　　　　　　　　　　完全な個（av　rルポライター｝

　　　　　　受信者　’内容喧関心をもつ不特定の人（be’心がない人己

　　　　　　　　　　1銃ま「t｝p：慰志と関係なく聞こえてしまうと’

　　　　　　　　　　　いうことがない）

場面条件

媒体条件

　発信者・受信者囲係　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　雑誌や新聞

　言語的手段　　推造　　内容を奈知することができる見出

　　　　　　　　　　　　’しやタイトルがついている

　　　　　　文体　　避常デスマス体は不使用．’

．， ．，

．：　　．　．そのts，話題は多くの人の関心を呼ぷもの．、

⌒報當蕊驚欝竺し⌒二・
伝違効果

談話例　　出典併報・概要

＜晋介が宗に燭ってくる＞

O：09：00晋介：ただいま．　・　　　　　　’

　　　姐　：お借りなさ一い．　　．．　　．．’．．　・・　　　．

　　．晋介：’元気があ。－．　　・’・，　’．・　　　　　．　　　　　・

　　　ta：nnta－v’。　　　　　　　．．・
　　　息子：お父さん，お佃り．

　　　管介：なんだ，駄．まだ起きてたのか．

　　　息手：眼くないもん．

　　　管ゴIS：早く寝ないと，おまえ．ちんぼらよんぎっちヤうぞS’

　　　娘　　：ハンカチ出†よ・

ことばを交わす

ボトムアップ作業

、獅1・繊

書きことばのトップダゥン
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